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当院は、2022年２月に兵庫
県西宮市で開院しました。

神経難病をはじめとする脳神経内
科を専門としていますが、院長の
これまでの救急病院や訪問診療で
の経験を活かし、一般内科から簡
単な外科まで幅広く診療。少人数
ですが、訪問診療も行っています。
運営方針として開院当初から一
貫しているのが、「少人数の職員
での診療体制」です。現在、院長、
看護師１人、受付２人、事務長１
人の常時４～５人で運営していま
す。これは、院長が開院前に諸先
輩方からいただいた「開業すると
仕事のほとんどが人事になる」と
いうアドバイスを基に、人事の問
題を最小限に抑えようと考えたか
らです。また、「医師は１人しか
いないのだから、その１人に必要

な人員を揃えれば事足りる」とい
う院長の考えを反映しています。
通常は、職員が急に休んだ場合
などを考え余裕を持った人員を確
保すると思います。にもかかわら
ず、離職率は高い。ならば、少人
数で１人当たりの給金を増やすこ
とで少しでも離職を防ごう──と
いうのが当初の考えでした。ただ、
実際始めてみると、「意外と少人
数で十分だ」というのが正直な感
想です。
当院が考える少人数のメリット
は、以下のとおりです。
①情報共有と意思疎通がスムーズ
院長の考えが伝わりやすく、新
しいこともすぐに実行できます。
スタッフとの距離が近いので、院
長や事務長は職員の考えを感じ取
りやすくなります。結果、人事に
関する不測の事態が起こるのを予
防しやすいと考えています。
②マルチタスク化が推進される
少人数なので、専門業務以外は
お互いの業務をある程度把握でき
ており、急な欠勤が出た場合にも
業務を補い合うことができていま
す。誰か１人が休んでも多少の配
置換えで診療を進められます。

最小限の職員で運営する
少人数運営を貫く
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③人間関係がシンプル
「離職原因は院内の人間関係にま
つわるトラブル」とよく聞きます
が、少人数であれば無用な人間関
係が広がることはありません。
④人件費を抑制できる
当院では、上記のようにさまざ

まな仕事をこなしてもらう必要性
から、正社員として雇用している
人もいますが、それでもパート職
員を数多く雇用している診療所に
比べれば人件費は低いと思います。
離職しないので採用のための広告
費もかからず、福利厚生費も抑制
できます。
開院して２年も経っていないの
で、まだ試行錯誤の部分はあります。
想定外の新型コロナウイルス感染
症が蔓延したときには、さすがに限
界を超えて働いた時期もありまし
た。しかし、平常時に1日60～80
人程度の外来なら、時間内で十分
に業務を終えられます。
事業を大きくしたいと考える院
長がいる一方で、ペースを守って
運営したいという院長もいるので
はないでしょうか。その場合は、
少人数体制をおすすめします。
人材採用での工夫や環境整備は
必要ですが、大量で突発的な離職
に悩まされることはありません。
少人数運営をしている、してみた
いという院長や事務長がいました
ら、ぜひ情報交換しましょう。

診療所事務長はどんな仕事をしているのか。そんな疑問
に、一般社団法人診療所事務長会のメンバーが答える。
47回目は、おかざき内科クリニックの岡崎裕理子事務
長だ。

一般社団法人診療所事務長会
https://cl-manager.com/
2016年1月発足の診療所事務長の会。
診療所事務長や院長などが集まり月1回の
勉強会を開催しているほか、日々の仕事に
ついても互いに助け合っている

おかざき・ゆりこ●大学院卒業後、大手広
告代理店にて営業職に従事。クライアント向け
勉強会や社内新人教育研修なども担当。診療
所開業では物件探しから始まり、資金調達、医
療機器選定、内装デザイン、人材採用等、新
規開業の一連の業務に事務長として携わる

診療所事務長の仕事術第47回


